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新本庁舎の基本設計は、平成27 年7 月に策定した「 みんなでつく るとっとり市庁舎の考え方」 でま

とめた基本的な考え方（ ５ つの方針） や市庁舎に求められる機能を具現化するものとして計画します。

みんなでつく るとっとり市庁舎を実現するために、 設計の基礎となる基本設計段階でワークショ ップ

を３回開催し、 さまざまな立場や考えを持った市民の意見を反映させています。

「 みんなで考え、 ともにつく り、
育てる とっとり市庁舎」

１．防災機能の強化 総合防災拠点として安全性・信頼性の高い庁舎を実現します！

・ 総合防災拠点にふさわしい安全性能を備え、災害対策本部を中心とし迅速かつ継続的に市民生活を守る庁舎

・ 災害時に避難場所や災害活動拠点となる屋外のオープンスペースの整備

3.   庁舎機能の適切な配置 市民に開かれた、効率的、効果的な市政運営を進めます!

・ 利用者が多い窓口部門と市民サービス機能を低層階に集約した利便性の高いフロア配置

・ 開放的で視認性のよいオープンフロアを基本としたフレキシビリティ の高い事務空間

・ 機能が十分発揮される諸室を配置し、展望ロビーを備えた議会フロア

4.  活力と魅力あるまちづく りの推進 市民交流、 まちづく りに寄与します !

・ 市民が気軽に訪れることができるオープンスペース『 ４ つのにわ』（ 2 ページ参照） の整備

・ 交流を育み、まちづく り拠点となるよう市民に開かれたスペースを低層階に配置

5.  現在および将来にわたる費用の抑制 長期的な視点に立ち、費用を抑制します！

・ 維持管理や更新性に優れた、長期的に経済効率が高い庁舎

・ 自然エネルギーを積極的に取り入れ、省エネルギー性能を発揮できる庁舎

２ ． 市民サービス機能の強化 市民サービスの向上を実現します！

・ 市民を出迎えるような３つの総合窓口と、すべての世代が使いやすい待合ロビー

・ 誰もが安心して快適に利用できるユニバーサルデザイン ※（ 1） の考え方を導入

基本設計のコンセプト01

庁舎東側からの外観イメージ

※１ ユニバーサルデザイン：「 すべての人のためのデザイン」 を意味し、できるだけ多く の人が利用可能であるようにデザインすること
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